
 

  総務経済常任委員会会議記録（概要） 

 令和３年１１月１８日（木） 

  開  会（午前１１時２８分） 

  

 【議  事】 

 ○特定事件「行政経営について」及び「農業・商業・工業について」 

  所沢ブランド、シティプロモーションについて 

  

亀山委員長  本日は、１０月２９日の委員会において決定したとおり、自由討議を行 

います。 

  

 【自由討議】 

  

中村委員 このテーマについてだが、やはりコロナの影響があって、各事業者、こ

れは工業や商業、農業、共通していると思うけれども、自分たちの商品を

販促するというか、ＰＲする機会がなくなってきているのかなと思ってい

る。これは相次ぐイベントの中止だったりして、それが実際に売り上げに

ダイレクトに響いていらっしゃる方と、そうでない方というのはいらっし

ゃるとは思うけれど、この辺については、何らかの対応というのは必要だ

し、ある種、地元に住んでいる所沢市民の方々は身近にあるすばらしいも
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のに触れるチャンスでもあるのかなと思っていて、その辺は、ここ直近、

近々のところでうまく対応できると、市民が市内にあるいいものを理解す

るきっかけにもなるし、商品の販促だとか、ＰＲにもなるので、予算的に

もそんなに大きくかかるものではないので、そういう事業者たちも求めて

いるものの一つなのかなと感じる。 

 

福原委員  私もいろいろな方から聞いた話だが、アピールするにはどうしたらいい

だろうかと。それぞれ皆さん頑張っている。生産者の方も事業者の方も

様々な御意見を聞くと、皆さん頑張っているのだけれども、それが一本に

つながっていないというのがある。所沢全体として、所沢ブランド力とい

うのか、名前はうまく浮かばないが、うまくそれを連携させる力というの

が必要なのかなと。では、それをどこがやればいいのかとなったときに、

行政なのか、民間でしっかり組合とかを作ってもらって立ち上げてもらっ

たところを行政が応援するという手段もあったりすると思うが、その辺の

ところを、少し研究した方がいいのかなと私自身は思っている。 

 

平井委員  あらゆるところでいろいろな話を聞く中で感じたのは、まず所沢のブラ

ンドという意味では、それぞれ事業者は頑張っているけれども、それを集

約して、発売とか発表する場がないということで、コロナ禍の中では困っ

たという話も多くあった。今後、所沢として、そういった若い起業家が活

躍できるような場所の提供とか、それに対する応援施策として、何らかの
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補助金を出すとか、それをアピールする場がすごく必要だなと思った。い

ろいろな方がいろいろなことを言っていたのだが、コロナでイベントがで

きなくなったということで、イベントは大事なんだなと思ったし、ところ

ざわまつりがなくなったことによって、ビールを作っている方から１日で

１００万円売れるのにそれがなくなったというような話も聞いている。 

コロナが終息すれば、自然とイベントはできるけれども、あらゆる時に

そういったイベントの中に、こういった起業家の方を組み入れるような、

そういう仕組みづくりが必要かなと思った。 

農業関係者にもいろいろと話を伺った。私はずっと所沢のブランドは里

芋と思ってきたけれど、そういうものでもないのだなということを、話を

聞いて初めて思った。いろいろな人がいろいろなことを言っていたのだ

が、自分が作った野菜を食べてほしいとか、越谷市ではイチゴ栽培ですご

く名前が出ているとか、ブランドだけでも、野菜のブランド化はすごく難

しいんだということを聞いて、なるほどと思った。だからやっぱりここも、

行政が応援する形で、そういうイベント的には、どこそこの作った野菜と

かそういったアピールする場を作るのと、４Ｈクラブについて話を伺った

ところ、非常に使い勝手が悪い補助金であることが分かったので、ここは

行政として直ぐにでも対応できることなので、そういったことも含めて検

討する必要があると思った。 

 

島田委員  所沢ブランドというと、野菜にしろお菓子とか、そういう製品にしても、
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目玉になるものが必要なのではないかなというふうに思いがちなところ

が自分はあったが、いろいろと所沢の野菜を１つ取っても、様々な種類を

作っていて、目立つリーダー的なものがなくとも、それぞれをどういう形

でパッケージ化してアピールしていくことというのが大事だなと。 

所沢の立地を考えるときに、やはり、北海道や瀬戸内といったブランド

力はどうしてもないので、どういう形で、東京に近いというのもあるし、

例えば、そういった方を呼び込んで、収穫体験をしてもらうだとか、切り

口はいろいろあるのではないかなというふうに感じた。 

 私もそうだが、新住民からすると、所沢に何があるのかという、訴える

力というのがないのかなというところで、市内にアンテナショップをとい

うようなお声も聞いたりしたので、そういったもの、あと、新規で事業を

展開されたい方をどういう形で行政のほうで応援できるか。例えば、寄居

町のアグリン館みたいな、ああいう製品を造る上でテストする施設を新規

でやりたい方には貸し出せるようなものであるとか、そういった形も、行

政のほうでバックアップできるのではないかと思う。 

 先ほど、越谷市のイチゴの廃熱利用の話もあったが、そういった新しい、

まだまだ、行政もバックアップできるやり方、何となく今までのアプロー

チの仕方は硬直しているような印象を持っているので、少し柔軟に考え

て、この委員会でもまた提言につなげていければと思う。 

 

中委員  私もいろいろな方にお話を聞いてきたけれども、きっかけづくり交流会
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という言葉をずいぶんと耳にすることが多くあった。確かに行政がやるこ

とは、きっかけづくり、まず芽を育てることなのかなと。そこから先は、

各々の事業者、農家、そういった方々が努力して発展するとまた面白いこ

とになっていくのではないかなと。まずは火種をどう作れるかというとこ

ろと、今、島田委員からもあったように、商品開発というところで、それ

に対してはなかなか若い起業家の人からすると、そこに対する資金を自分

たちで調達するというのは難しいというところもあって、そこを、何か商

品開発を市がバックアップしながら気軽にできるようなものがあると、他

からも、所沢に行くとすごく起業ができそうだな、これからここで商売が

やっていけるかな、といったことが語られるような気がする。そういった

ところも力を入れていってもいいのかなと思う。 

 所沢産の定義というか、所沢産って何なのかと言われたときに、私もそ

うだけれど、何も答えようがないのではないかというところがあったの

で、定義付け、特徴って何だろうなというのも少し探求していくのも１つ

の手なのかなと。一品よりもセットもの、所沢全体で何かを売り出すよう

な形をつくっていけると面白いのではないかと思った。 

 もう１つ加えて言うと、所沢は空間が、緑もたくさんあるけれど街もあ

るというところで、そこをうまく、観光と空間とをセットにした、先ほど

言っていた、収穫体験もそうだけど、そこの場所じゃないと味わえないよ

うなブランドみたいなものの構築というのも、一つ、面白いやり方かなと

思う。 
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平井委員  もう１点、イベントで皆さんが横につながったというような話もあった

んだけれども、私はやっぱり、若い起業家とか農業従事者の方が、お互い

を知り合う、そういう場所は行政ができるかなと思ったので、そういった

役割を果たすことも今後、求められているのではないかと感じた。 

 

中村委員  実際に、もう所沢で事業をやられている方々というのも１つのポイント

なんだけれども、多くの人々に所沢のものを知ってもらいたいという意味

では、それを使いながらの集客というか観光というのもやはり大切だと思

う。サクラタウンやＹＯＴ－ＴＯＫＯとかに来てくれる人たちをいかに、

例えば西のほうの観光資源に流していくかとか、その逆か、というのは、

一事業者が自分たちの努力をするということではなくて、まさに市が一つ

一つの資源を有機的につないで、来ていただいた観光客の方に喜んでもら

い、お金を落としてもらうみたいなところをやっていくというのは、大切

なのではないかというのがある。 

 

島田委員  やはり、必要な施設みたいなのも当然出てくると思うが、やはり、所沢

市はなかなかその辺の農地転用であるとか、その辺の規制が近隣市に比べ

て厳しいというような、そういったお声も聞こえてくる中で、せっかくい

いものが、隣の市にできてしまうのでは意味がないことなので、そこも少

し、農業従事者の方や、新規で何か新しくやりたい方をバックアップする
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上で、もう少し規制の緩和と言うのか、他市並みに見直しができてもいい

のではないかと、その辺をもう少し委員会でも詳しく研究してみてもいい

のかなと思った。 

 

  【自由討議終了】 

  

亀山委員長 以上をもって、本日の審査は終了いたします。 

これをもちまして散会いたします。大変お疲れさまでした。 

 

 散  会（午前１１時４１分） 


